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麦類におけるヒメトビウンカ

　　　　　　　　矛1世代幼虫の動態について

滝田泰章・尾田啓一一

　1　緒　　言

　稲縞葉枯病・黒条萎縮病の防除に際し，ヒメ

トビウンカ才2回成虫の本田飛込み量を予察す

る方法として，小麦出穂期以降のすくい取り法

による才1世代幼虫密度を把握することが確率

が高く有効なる一指標とされてきた．

　しかし，小麦の作付は減少しつつあり，また

小麦作付がほとんどない地帯でも本田での生息

密度および発病の高い事例の多いことから，こ

れに代る指標植物を探索する必要がある．

　一方，防除法としてはヒメトビウンカの発生

経過からみて，越冬世代幼虫が一部羽化はじめ

た3月中〜下旬と才1世代幼虫が羽化はじめる

5月下旬〜6月上旬に防除適期があると考えら

れ，前者については昭和41年以降試験を実施し

稲ウィルス病類の総合防除法として有効なこと

を確認したが，後者については農作業や養蚕な

どとの関連もさることながらヒメトビウンカそ

のものの調査に不十分な点多く，早急な究明が

強く望まれている．

　そこで，昭和40〜44年にヒメトビウンカ才1

世代幼虫の動態を主に調査を行なったので，そ

の概要を報告する．

　H　試験方法

　1．試験地：　宇都宮市今泉町・竹下町，足

利市西場町，鹿沼市下田町．

　2．調査方法

　（1）産卵状況：　100茎をランダムに採集し

双眼顕微鏡を用いながら分解調査した．

　（2）ヒメトビウンカの密度：　口径37�pの絹

製捕虫網により50回振り往復すくい取り法と，’

空冷単筒2サイクルエンジンを動力源とした送

風機の風圧を利用し，吹飛ばして捕虫網で受け

とる方法で採集調査した．なお吹飛ばし法は，

吹出し口の風速20mΨs　採集面積0．3m　（麦

類は1畦）×33m計10m2　採集時間3分とし

た．

　皿　試験結果

　1．産卵状況：　才1回成虫の産卵状況は才

1表のとおりで，麦類とくに大麦に多くっいで

牧草類であり雑草類では極めて少なかった．

　また麦類では環境条件にあまり影響されるこ

となく大麦≧ビール麦＞小麦の順であった．死

卵率は大麦＞ビール麦〉小麦と熟期の早いもの

程高い傾向にあるが，卵寄生蜂の寄生率はビー

ル麦でやや高い程度で大差はなかった．

　2．才1世代幼虫の密度：　過去1Gヶ年のす

くい取り法による採集数は才1図のとおりで，

5月下旬〜6月上旬の小麦に多く，畦畔雑草や

小麦以外の麦類ではほとんど採集できなかった，

しかし吹出し法を用いた場合は才2表のように

麦類はもちろん畦畔や休閑田でも多く採集でき

た．また産卵および生息密度の高い麦類につい

て，生息部位を調査した結果は才3表のとおり

で，小麦では5月28日頃までは茎下部の密度が

高いが，その後熟期が進むにつれて穂を含む茎

上部に多くなった．しかし大麦・ビール麦では

常に茎下部に多く，総生息数は小麦よりむしろ

大麦類が多かった．
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